
６
　西脇市では黒田庄和牛や山田錦、イチ
ゴなど全国に誇れる地域食材が生産され
ており、さまざまな農業振興施策を推進
しています。このコラムでは、本市の農
業に関する旬な情報をお伝えします。
■問合せ　農林振興課（市役所内線322）

西脇市消費生活センター

No.168
銀行や携帯電話会社を装うメールにご注意を

☎22-3111（防災安全課内）
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西
脇
市
長
　
片
山
象
三

西
脇
を
元
気
に
!!

 

地
域
（
ま
ち
）
が
未
来
（
子
ど
も

た
ち
）
を
育
む

 　
「
夏
休
み
の
宿
題
を
や
っ
つ
け

よ
う
！
」
が
み
ら
い
え
や
市
内
の

公
民
館
、
コ
ミ
セ
ン
で
実
施
さ
れ
、

４
年
目
に
な
り
ま
し
た
。「
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
な
み
会
」
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
教
職
員
Ｏ
Ｂ

の
方
々
、
帰
省
し
て
い
る
地
元
の

大
学
生
や
兵
庫
教
育
大
学
の
皆
さ

ん
が
指
導
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
。

指
導
す
る
宿
題
の
メ
ニ
ュ
ー
も
読

書
感
想
文
や
工
作
教
室
を
「
特
別

版
」
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
受
付
開
始
時
間
に
は
電
話
が

殺
到
す
る
ほ
ど
。
今
年
か
ら
は「
絵

画
教
室
」
も
メ
ニ
ュ
ー
に
加
わ
り
、

こ
れ
に
も
申
込
者
数
は
定
員
を
大

幅
に
オ
ー
バ
ー
す
る
人
気
ぶ
り
で

し
た
。

　

一
昨
年
か
ら
は
、
地
元
の
高
校

生
も
加
わ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
出

身
中
学
の
地
元
公
民
館
な
ど
に
行

っ
て
後
輩
の
小
学
生
に
宿
題
を
教

え
て
く
れ
た
り
、「
絵
画
教
室
」

で
は
西
脇
高
校
と
西
脇
工
業
高
校

の
美
術
部
の
生
徒
が
指
導
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
加
わ
り
、
小
学
生
の
指

導
支
援
に
当
た
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

教
室
で
小
学
生
と
高
校
生
が
関
わ

る
姿
を
見
て
、
大
変
ほ
ほ
笑
ま
し

く
思
い
ま
し
た
。

　

小
学
生
が
地
域
の
方
や
大
学
生
、

高
校
生
と
と
も
に
宿
題
を
「
仕
上

げ
る
」
喜
び
や
達
成
感
は
、
と
も

に
大
き
な
自
信
に
な
り
、
自
分
た

ち
も
大
き
く
な
っ
た
ら
、
地
域
や

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
ろ
う

と
い
う
意
識
付
け
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

若
者
が
誇
れ
る
「
元
気
な
ま
ち

西
脇
市
」
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
創

っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

絵画教室では西脇高校と西脇工業高
校の美術部員らが子どもたちを指導

▲改修工事が完了した西脇小学校の木造校舎３棟（左から）

が
、
受
付
開
始
時
間
に
は
電
話

殺
到
す
る
ほ
ど
。
今
年
か
ら
は「絵画教室では西脇高校と西脇工業高

農業の担い手不足を解決する「農福連携」
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「
将
来
あ
な
た
は
ど
ん
な
手
に

な
り
た
い
で
す
か
」。
以
前
、
こ

の
よ
う
な
質
問
を
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
あ
な
た
な
ら
、
ど
の

よ
う
に
答
え
ま
す
か
。
私
は
祖
父

母
の
よ
う
な
手
に
な
り
た
い
と
答

え
ま
し
た
。

　

戦
前
生
ま
れ
の
祖
父
母
は
社
会

が
激
動
す
る
時
代
を
一
生
懸
命
に

働
き
な
が
ら
、
私
の
父
と
叔
母
を

育
て
ま
し
た
。
晴
れ
の
日
は
外
で

仕
事
。
雨
の
日
は
家
で
作
業
。
大

工
の
祖
父
の
手
は
日
に
焼
け
て
黒

く
、
た
こ
が
で
き
て
ゴ
ツ
ゴ
ツ
。

日
々
の
炊
事
や
洗
濯
、
畑
仕
事
を

す
る
祖
母
の
手
は
、
節
が
太
く
し

わ
く
ち
ゃ
。
冬
は
霜
焼
け
で
あ
か

ぎ
れ
に
な
り
、
真
っ
赤
な
手
で
す
。

　

そ
ん
な
手
で
祖
父
母
は
孫
の
私

に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
単
車
に

乗
っ
て
、
共
働
き
の
両
親
に
代
わ

っ
て
保
育
園
や
幼
稚
園
の
送
り
迎

え
を
し
、
帰
宅
し
た
後
は
一
緒
に

折
り
紙
や
あ
や
と
り
で
遊
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
小
学
生
に
な
る
と
学

校
か
ら
お
な
か
を
す
か
せ
て
帰
る

私
に
、
祖
母
は
甘
い
あ
ん
こ
の
お

は
ぎ
や
畑
で
育
て
た
サ
ツ
マ
イ
モ

を
使
っ
て
大
学
い
も
を
、
料
理
が

得
意
で
な
い
祖
父
は
器
用
に
道
具

を
使
い
な
が
ら
、
ま
ん
丸
で
一
口

大
の
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
く
れ
、

涙
が
出
そ
う
な
く
ら
い
お
い
し
か

っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
私
は
二
人
か
ら

頭
を
な
で
て
も
ら
っ
た
り
抱
き
締

め
て
も
ら
っ
た
り
し
た
こ
と
が
何

よ
り
も
大
好
き
で
し
た
。
と
て
も

う
れ
し
く
心
が
温
か
く
な
り
、
い

つ
も
必
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　

小
柄
な
祖
父
母
で
す
が
、
二
人

の
手
は
大
き
く
、
私
の
全
て
を
受

け
入
れ
、
優
し
く
包
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
私
は
そ
の
手
に
甘
え
て
ば

か
り
。
い
つ
で
も
身
近
に
当
た
り

前
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
祖
父
母
も
年
を
取
り
、

不
自
由
に
な
る
手
。
大
き
く
温
か

っ
た
手
は
、
白
く
、
細
く
、
柔
ら

か
く
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
私

た
ち
家
族
だ
け
で
な
く
、
看
護
師

や
介
護
士
、
地
域
の
た
く
さ
ん
の

人
の
手
が
、
祖
父
母
の
手
と
な
っ

て
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
16
日
は
敬
老
の
日
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
祖
父
母
に
い
つ
か

二
人
の
よ
う
に
誰
か
の
心
を
温
め
、

優
し
さ
を
分
け
与
え
る
、
し
わ
く

ち
ゃ
の
手
に
な
り
た
い
こ
と
を
伝

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
人
権
教
育
課
）

身
近
に
当
た
り
前
に
あ
っ
た
　
祖
父
母
の
手

心
の
ス
ケ
ッ
チ

人
権
教
育
課
コ
ラ
ム
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　農業分野でも高齢化と人手不足は深刻な課題です。そ
の課題解決の一つとして、「農福連携」が注目されてい
ます。
　農福連携とは、担い手の高齢化や減少が続く農業分野
と、障害者や高齢者などの働く場所を求める福祉分野が
連携することで、双方の課題解決を図る取り組みです。
西脇市でも平成29年度から特産品の金ゴマ栽培にかか
る農作業を通じて、西脇市版の農福連携の検証等を行っ
ています。取り組み開始から３年を迎え、障害者福祉サ
ービス事業所が地元農家らから農作業を受託できる体制
づくりが、次第に整ってきています。
　農業は収穫など、一時的に多くの人手が必要な時期が
あります。繁忙期に対応できる人材を確保することで農
家の負担を軽減し、適期に新鮮で良質な農産物等を出荷
することができます。また、さまざまな理由で活躍の場
を求める方の自立した生活への一歩として、農業が就労
の場となり、社会参加と地域農業への貢献につながって
います。

　
竣
工
内
覧
会
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

　　

保
存
改
修
工
事
で
は
建
設
当
初

の
意
匠
を
継
承
し
、
耐
震
補
強
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
行
い
ま
し
た
。

よ
り
安
全
・
安
心
な
学
習
環
境
が

整
っ
た
木
造
校
舎
を
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆
と
き　

９
月
15
日
（
日
）
午
後

２
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
午
後
２

時
受
付
開
始
）

◆
集
合
場
所　

西
脇
小
学
校
南
棟

玄
関
前

◆
申
込
方
法　

９
月
10
日
（
火
）

ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

◆
持
ち
物　

上
履
き

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

教
育
総
務

課
（
市
役
所
内
線
５
３
２
）

　
保
存
改
修
工
事
の
こ
れ
ま
で

　
◇
歴
史
・
文
化
を
現
代
に
伝
え
る

木
造
校
舎

　

西
脇
小
学
校
の
木
造
校
舎
３
棟

は
、
播
州
織
隆
盛
期
の
昭
和
９
年

〜
11
年
に
か
け
て
地
元
有
志
の
寄

付
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
元
年
に
は
建
具
や
階
段
な
ど

建
設
当
初
の
姿
を
残
し
な
が
ら
大

規
模
工
事
を
実
施
。
木
造
校
舎
と

し
て
現
在
も
使
用
し
て
い
る
の
は

極
め
て
珍
し
い
と
い
わ
れ
、
西
脇

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
歴
史
・
文

化
を
現
代
に
伝
え
る
貴
重
な
財
産

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
保
存
改
修
工
事
に
至
る
背
景

　

校
舎
は
老
朽
化
の
進
行
、
耐
震

強
度
不
足
等
の
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。
改
修
か
建
て
替
え
か
を
検
討

す
る
中
、
施
設
整
備
の
方
針
等
を

定
め
る
「
西
脇
市
立
西
脇
小
学
校

校
舎
基
本
計
画
検
討
委
員
会
」
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
度
重
な
る

協
議
を
実
施
。
同
委
員
会
か
ら
の

「
保
存
改
修
を
行
い
、
引
き
続
き

校
舎
と
し
て
利
用
す
べ
き
」
と
の

答
申
を
尊
重
し
、
校
舎
は
保
存
改

修
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
神
戸
大
学
大
学
院
人

文
学
研
究
科
と
連
携
協
定
を
締
結

し
て
調
査
・
研
究
を
行
い
、
市
は

策
定
さ
れ
た
実
施
設
計
に
基
づ
い

て
保
存
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

県
重
要
建
造
物
の
学
び
や
を
見
学
し
ま
せ
ん
か

　
― 

西
脇
小
学
校
　
木
造
校
舎
保
存
改
修
工
事
が
完
了 

―
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兵
庫
県
景
観
形
成
重
要
建
造
物
に
指
定
さ
れ
、
築
80
年
以
上
が
経

過
す
る
西
脇
小
学
校
の
３
棟
の
木
造
校
舎
。
歴
史
的
価
値
を
残
し
な

が
ら
今
後
も
校
舎
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、
平
成
29
年
か
ら
保
存
改

修
工
事
を
実
施
し
、
今
年
８
月
に
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

【見分けがつかない偽サイトで情報が奪われる】
　銀行や携帯電話会社、カード会社からの
「お知らせ」のふりをして、「決済が不正利
用の可能性」「情報確認のため」などのメッ
セージとともにホームページのアドレス（Ｕ
ＲＬ）が付いたショートメッセージやメール
を受け取ったことはありませんか。ＵＲＬを
押すと、本物そっくりの偽サイトへ誘導され
ます。そこでクレジットカードの番号やアカ
ウントのＩＤ、パスワード等の個人情報を入
力すると情報を盗み取られ、不正利用やアカ
ウントが乗っ取られるなどの恐れがあります。
　上記の会社等がメールでパスワードや個人
情報の入力を求めることはありません。会社
等へ問い合わせるときは、検索サイトで調べ
た公式ホームページを利用しましょう。そし
て、クレジットカードの利用明細や銀行の口
座は、こまめに確認するようにしましょう。
【被害に遭わないためのアドバイス】
①不審・不明なメールは開かない（無視する）
②ＵＲＬを押さない（ＵＲＬを信用しない）
③個人情報の入力、不審なアプリ等はインス
　トールしない
④迷惑メールフィルターを設定する

心紡いで　彩り豊かな人財の育成
～誰もがふるさとに誇りと愛着を持ち、輝いて生きる　共生社会の実現に向けて～

好きです！！ にしわき
わたしのふるさと

教育委員会や学校園の情報をお知らせします。




